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議
会
は
３
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
町
長
が
「
若
者
定
住
対
策
」
を
大
き

な
柱
と
し
て
町
内
外
の
若
者
に
印
南
町
で
住
ん
で
も
ら

う
よ
う
に
対
応
し
た
い
と
し
て
、「
賃
貸
住
宅
等
の
家
賃

へ
の
費
用
助
成
」
立
ち
上
げ
な
ど
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
平
成
23
年
度
の
予
算
を
中
心
に
30
議

案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

３
月
定
例
議
会
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新築住宅取得助成事業（平成23年10月から）
１,５００万円

賃借住宅家賃助成事業（平成23年10月から）
48０万円

　満１６歳以上４５歳未満を対象に、本町に登録して５年以
上継続して居住する人に対し、住宅を新築、購入、改築した
場合１００万円の助成を行なう事業。5年間の試験事業。所
得制限があります。（平成 23年度は 15件を計画しています）

　条件は上記と同様で民間経営の賃貸住宅に居住する若者世
帯に対し、小学生までの子どものある世帯に月々２万円、夫
婦世帯に１万５千円、単身世帯に１万円の家賃助成を行う事
業。５年間の試験事業。所得制限があります。

光川 本谷橋

　

平
成
23
年
度
の
予
算
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
新
規
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　
　

若
者
定
住
賃
借
住
宅
等

補
助
金
４
８
０
万
円
に
つ

い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま

す
。

Ａ　
　

４
８
０
万
円
の
算
定
根

拠
で
す
が
、
現
在
町
内
の

ア
パ
ー
ト
戸
数
58
戸
、
う

ち
16
歳
以
上
45
歳
未
満
の

方
は
ほ
ぼ
40
戸
で
、
そ
れ

を
６
ヶ
月
４
８
０
万
円
と

計
算
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　

道
路
橋
梁

費
の
、
橋
梁

点
検
の
委
託

料
が
８
５
０

万
円
と
な
っ

て
い
ま
す

が
、
こ
の
内

容
は
。

Ａ　
　

町
道
橋
の

長
寿
命
化
修

繕
計
画
を
策

橋りょう点検調査
８５０万円

　２８３橋のうち、本年度
は、４９橋を点検、調査す
る費用。

定
す
る
た
め
に
、
橋
梁
の

点
検
、
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

今
年
度
は
町
道
橋
２
８

３
橋
の
う
ち
橋
長
50
ｍ
以

上
の
橋
梁
49
橋
の
予
定
で

す
。

　

平
成
25
年
度
に
長
寿
命

化
を
作
成
計
画
し
、
平
成

26
年
度
か
ら
橋
梁
の
修
繕

架
け
替
え
工
事
等
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

 
新
規
事
業
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ



いなみ町議会だより 4いなみ町議会だより

Ｑ
　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
空
調
等

設
備
工
事
請
負
費
で
、
清

流
小
学
校
だ
け
が
倍
ほ
ど

費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す

が
内
容
を
詳
し
く
。

Ａ
　

清
流
小
学
校
で
す
が
、

高
圧
受
電
設
備
が
無
い
た

め
、
そ
の
費
用
が
６
０
０

万
円
程
度
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。
他
の
小
学
校
に
は

設
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　

若
も
の
広
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
今
後
、

こ
の
印
南
町
内
の
テ

ニ
ス
競
技
大
会
が
印

南
で
で
き
る
の
か
、

コ
ー
ト
が
４
面
な
け

れ
ば
試
合
が
で
き
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
だ
け
の
事

業
を
す
る
中
で
あ
と

１
面
確
保
出
来
な
い

の
で
す
か
。

Ａ
　

工
事
を
予
定
し
て
い
る

の
は
、
今
あ
る
３
面
コ
ー

ト
を
オ
ム
ニ
化
す
る
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
、「
な
ぜ
４
面
に

し
な
い
の
か
。」
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
用
地
の
関
係

も
あ
り
、
３
面
あ
れ
ば
町

内
の
中
学
校
の
大
会
も
可

能
で
す
。

３小学校のランチルームへ
のクーラー設置

２,２２０万５千円

若もの広場テニスコート芝
生化整備事業

２,９１２万６千円

コミュ二ティバス
運行 委託料

８５０万円

　稲原、切目、清流の各小学校のランチ
ルームへクーラーを設置する事業。

　テニスコートを３面芝生化する事業。

　町内の２ルート（切目
川、稲原）でコミュニティ
バス（デマンドタクシー）
の運行業務を「印南交通」
に委託する事業、実施時
期は未定。（平成２３年
度中）

その他主な議案
◎印南町長期総合計画基本構想の策定について
◎印南町若者定住促進条例の制定について
◎印南町民間活力利用型住宅建築条例の制定について
◎職員の給与に関する条例の一部改正について
◎公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部
改正について
◎印南町立幼稚園設置及び管理に関する条例の廃止に
ついて
◎印南町立保育所の設置及び管理に関する条例の廃止
について
◎印南町保育の実施に関する条例の制定について
◎印南町認定こども園の長時間保育及び短時間保育の
実施に関する条例の制定について

「若もの広場」のテニスコート
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一　般　質　問ここが聞きたい
質
問
　
家
賃
助
成
及
び
ア

パ
ー
ト
建
設
に
つ
い
て
、

両
事
業
の
実
施
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
、
手
続
や
助
成
内

容
は
。

答
弁
　
総
務
課
主
幹

　

満
16
歳
か
ら
45
歳
未
満

の
若
者
世
帯
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。

　

助
成
額
は
、
月
額
上
限

１
万
円
か

ら
２
万
円

で
す
。

　

ア
パ
ー

ト
建
設

は
、
町
内

に
賃
貸
住

宅
を
経
営

し
よ
う
と

す
る
事
業

者
に
対

し
、
町
有

地
を
無
償

で
貸
与
し

ま
す
場
所

は
、
宇
杉

ケ
丘
団
地

の
町
有
地

で
す
。

質
問
　
１
０
０
万
円
の
助

成
に
つ
い
て
。

答
弁
　
総
務
課
主
幹

　

町
内
に
住
居
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
１
，

０
０
０
万
円
以
上
を
要
し

た
方
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。

質
問
　
年
齢
制
限
の
45
歳

未
満
と
い
う
定
義
は
。

答
弁
　
総
務
課
主
幹

　

本
町
の
転
入
・
転
出
者

数
は
45
歳
未
満
の
人
が

80
％
を
占
め
て
い
る
事
を

考
慮
し
て
、
年
齢
制
限
を

決
定
し
ま
し
た
。
全
国
的

に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

は
30
歳
が
標
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。

質
問
　
宇
杉
ケ
丘
団
地
の

値
下
げ
に
つ
い
て
。

答
弁
　
建
設
課
長

　

平
成
16
年
か
ら
売
り
出

し
、当
初
は
順
調
に
売
れ
て

い
た
が
現
在
71
区
画
中
26

区
画
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

値
下
げ
を
す
る
こ
と
で

販
売
促
進
を
は
か
り
ま

す
。

質
問
　
値
下
げ
の
金
額
に

つ
い
て
。

答
弁
　
建
設
課
長

　

固
定
資
産
税
評
価
額
の

下
落
率
等
を
基
準

と
し
て
算
定
す
る

と
23
％
程
度
の
値

下
げ
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。

質
問
　
先
行
取
得

さ
れ
て
い
た
方
は

納
得
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

答
弁
　
建
設
課
長

　

出
来
る
だ
け
早

い
時
期
に
土
地
を

購
入
さ
れ
た
皆
様

に
説
明
会
を
開
く

つ
も
り
で
す
。

※
（
詳
し
く
は
役
場
で
お

聞
き
く
だ
さ
い
）

宇杉ケ丘団地町有地

宇杉ケ丘団地

若
者
定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て

藤
薮
　
利
広
議
員
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一　般　質　問

質
問　
昨
年
、
国
民
健
康

保
険
法
が
改
定
を
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
事
業
が
県

単
位
の
広
域
化
へ
と
制
度

が
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

厚
労
省
が
示
し
た
方
向

で
は
国
保
の
広
域
化
を
目

指
し
、
平
成
25
年
３
月
か

ら
現
在
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
を
新
し
い
医

療
制
度
へ
移
行
、
第
２
段

階
で
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
県
単
位
の
国
保
制
度
に

完
全
に
移
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

当
町
は
ど
の
よ
う
な
影

響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
か
。

答
弁
　
住
民
福
祉
課
長

　

制
度
改
革
の
法
制
化
が

進
み
、
県
単
位
に
よ
る
国

保
の
広
域
化
に
向
か
っ
た

と
し
て
も
、
県
下
平
均
で

は
医
療
費
が
低
く
、
保
険

税
の
収
納
が
高
い
な
ど
、

比
較
的
経
営
状
況
の
よ
い

当
町
が
財
政
的
に
負
担
増

加
と
な
ら
な
い
よ
う
に
県

当
局
に
要
求
し
て
い
ま
す
。

質
問
　
第
４
次
長
期
総
合

計
画
で
は
真
妻
地
区
の
人

口
、
町
全
体
の
高
齢
化
率
、

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
数

な
ど
、
平
成
７
年
時
点
で

の
数
値
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

真
妻
地
区
の
人
口
と
世

帯
数
、
高
齢
化
率
、
そ
し

て
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

数
は
、
第
４
次
長
期
総
合

計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
７
年
時
点
か
ら
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
ま

す
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　

人
口
は
６
７
４
人
。
平

成
７
年
に
比
べ
３
７
０
人

の
減
少
で
す
。

　

世
帯
数
は
、
平
成
７
年

よ
り
52
世
帯
の
減
少
で
２

７
６
世
帯
。
高
齢
化
率
は

平
成
７
年
当
時
28
．
７
％

で
、
平
成
23
年
３
月
現
在

で
は
42
．
８
％
と
非
常
に

高
い
上
昇
で
す
。
単
身
世

帯
数
は
平
成
23
年
３
月
現

在
53
世
帯
で
真
妻
地
区
全

体
の
17
．
７
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

質
問
　
生
活
支
援

や
移
動
手
段
の
確

保
に
つ
い
て
の
認

識
と
対
応
は
ど
う

考
え
て
い
ま
す

か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　

真
妻
地
区
は
、

交
通
空
白
地
域
で

な
く
路
線
バ
ス
が

運
行
し
て
お
り
利

便
性
は
確
保
で
き

て
い
ま
す
。真
妻
地

域
に
お
け
る
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
運

行
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

質
問
　
今
後
、町
内
に
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ

れ
ば
、真
妻
地
区
の
住
民
が

民
間
バ
ス
を
利
用
し
た
場
合

と
で
は
、料
金
に
大
き
な
格

差
が
生
じ
ま
す
。

　

真
妻
地
区
の
高
齢
者
で

年
金
ぐ
ら
し
の
住
民
に
対

し
、民
間
バ
ス
の
利
用
時
の

料
金
に
対
し
、補
助
制
度
な

ど
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

ま
た
、真
妻
地
区
か
ら
印

南
方
面
へ
の
移
動
に
つ
い
て

不
便
を
訴
え
る
人
が
多
数

あ
り
ま
す
が
、デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
と
南
海
バ
ス
と
の
乗
り

継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
対
策

は
と
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
　
町
長

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と

民
間
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ

に
つ
い
て
は
十
分
配
慮
し

て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の

広
域
化
は
（
各
市
町

村
単
位
か
ら
県
単
位

へ
）
町
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
か
。

真
妻
地
区
住
民
の
生

活
支
援
に
対
す
る
認

識
と
対
応
を
ど
う
考

え
る
か
。

つれもて健診（食事調査）

榎
本
　
一
平 

議
員
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質
問　
町
長
は
、
新
年
度

に
む
け
て
新
し
い
施
策
を

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
方
紙
の
記
事
に
よ
り
ま

す
と
、
印
南
町
区
長
会
連

絡
協
議
会
を
は
じ
め
、
観

光
協
会
な
ど
各
種
団
体
か

ら
出
馬
要
請
が
出
さ
れ
て

い
る
と
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

来
年
２
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
町
長
選
に
出
馬
さ

れ
る
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

答
弁
　
町
長

　

印
南
町
区
長
連
絡
協
議

会
を
は
じ
め
各
区
や
団
体

か
ら
の
出
馬
要
請
を
い
た

だ
き
、
ま
た
そ
の
他
の
諸

条
件
も
整
い
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、
次
期
町
長
選
挙

に
立
候
補
を
い
た
し
た
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
議
員

各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

質
問
　
農
業
を
は
じ
め
と

す
る
地
場
産
業
の
衰
退
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
地
場
産

業
の
維
持
と
活
性
化
に
つ

な
げ
る
た
め
、
新
規
就
業

対
策
や
新
規
起
業
対
策
な

ど
に
基
金
の
運
用
は
考
え

ら
れ
な
い
の
で
す
か
。

答
弁
　
産
業
課
長

　

農
業
に
お
け
る
新
規
就

農
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
県
を
経
由
し
て
利
用

す
る
新
規
就
農
者
定
着
事

業
、
補
助
金
４
０
０
万
円

の
補
助
率
１／２
の
活
用
や
、

無
利
子
の
就
農
研
修
資
金
、

限
度
額
２
０
０
万
円
の
利

用
。

　

ハ
ウ
ス
施
設
栽
培
設
備

及
び
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農

業
機
械
の
購
入
の
た
め
の

就
農
施
設
等
資
金
、
最
高

限
度
額
３
，
７
０

０
万
円
な
ど
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

質
問　
過
疎
化
が

進
む
こ
と
で
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
が

困
難
と
な
り
ま

す
。

　

後
継
者
対
策
を

積
極
的
に
考
え
て

い
く
べ
き
と
考
え

ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

答
弁
　
産
業
課
長

　

23
年
度
計
画
し
て
お
り

ま
す
農
家
農
地
台
帳
の
充

実
を
図
り
、
農
地
農
業
施

設
を
必
要
と
す
る
就
農
者

に
迅
速
に
紹
介
で
き
る
農

地
利
用
集
積
事
業
の
推
進
、

ま
た
縁
結
び
事
業
な
ど
、

後
継
者
対
策
に
努
め
て
い

き
た
い
。

玄
素
町
長

　
 

次
期
町
長
選
に
出
馬
表
明
!!

西
山
　
徹 

議
員

「
過
疎
化
対
策

　
　
　
　

に
つ
い
て
」
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一　般　質　問ここが聞きたい
質
問　
町
ブ
ラ
ン
ド
、
千

両
栽
培
が
衰
退
し
、
作
付

面
積
及
び
生
産
農
家
の
減

少
が
進
み
、
10
年
後
に
は

現
在
の
半

分
以
下
に

落
ち
る
可

能
性
が
あ

り
ま
す
。

正
確
な
要

因
を
調
査

し
て
、
行

政
的
支
援

の
ほ
か
に

栽
培
維
持

を
支
援
す

る
た
め
の

方
便
政
策

は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答
弁
　
産

業
課
長

　

前
年
度

よ
り
千
両

施
設
緊
急
事
業
を
実
施
、

今
年
度
も
地
域
活
性
化
を

目
的
に
継
続
支
援
し
ま
す
。

質
問
　
中
山
間
高
品
質
商

品
を
失
う
事
は
町
の
損
失

で
す
。
衰
退
を
防
ぐ
方
便

と
し
て
、
施
設
放
棄
地
を

賃
貸
等
々
で
栽
培
し
て
も

ら
う
「
受
け
皿
作
り
」
は

出
来
ま
せ
ん
か
。

答
弁
　
産
業
課
長

　

本
年
度
よ
り
農
業
委
員

会
に
お
い
て
農
地
農
家
台

帳
を
作
成
し
ま
す
。　

　

放
棄
施
設
の
農
家
を
把

握
し
、
栽
培
希
望
者
に
紹

介
す
る
方
針
で
す
。

質
問　
河
川
改
修
後
、
町

と
し
て
土
地
の
整
備
あ

る
い
は
、
ほ
場
整
備
の
考

え
は
な
い
の
で
す
か
。

　

残
地
の
埋
め
立
て
は

出
来
る
の
で
す
か
。
出

来
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま

放
置
、
据
え
置
く
の
で
す

か
。

　

跡
地
活
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
で
す
か
。

答
弁
　
産
業
課
長

　

跡
地
面
積
は
約
２
．
５

ｈ
ａ
、
県
よ
り
払
い
下
げ
、

町
で
埋
立
て
農
地
活
用
す

る
計
画
、
用
地
提
供
者
に

優
先
払
い
下
げ
、
農
業
振

興
に
寄
与
出
来
る

よ
う
配
慮
し
ま

す
。

　

バ
イ
パ
ス
工
事

残
土
で
は
出
来
な

い
が
上
流
側
の
工

事
で
残
土
が
発
生

す
る
の
で
埋
め
立

て
活
用
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　
狩
猟
免
許

維
持
経
費
の
節
減

対
策
等
に
つ
い
て
、
県
や

日
高
地
方
対
策
本
部
で
有

害
鳥
獣
に
対
し
狩
猟
制
度

と
免
許
維
持
費
用
の
軽
減

が
出
来
な
い
の
で
す
か
。

答
弁
　
産
業
課
長

　

費
用
の
軽
減
に
つ
き
ま

し
て
県
に
お
話
し
て
お
り

ま
す
が
、
減
額
に
な
ら
な

い
の
が
現
状
で
す
。

真妻地区の千両施設

農 

業 

振 

興 

に 

つ 

い 

て

村
上
　
誠
八 

議
員

中
山
間
地
域
ブ
ラ
ン
ド
千
両
栽
培
衰
退
支
援
に
つ
い
て

切
目
川
河
川
改
修
跡
地

の
有
効
活
用
方
法
に
つ

い
て

鳥
獣
害
対
策

　
　

に
つ
い
て 

委 員 会 活 動 報 告
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人
事
評
価
は
、
評
価
す

る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は

な
く
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
保
有
す
る
能
力
を

ど
れ
だ
け
発
揮
し
た
の
か
、

ま
た
当
初
の
目
的
を
ど
の

く
ら
い
達
成
で
き
た
の
か

を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、

能
力
開
発
や
人
材
育
成
を

一
層
効
果
的
に
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　

そ
の
結
果
を
処
遇
に
活

用
す
る
も
の
で
あ
り
、
処

遇
の
た
め
に
人
事
評
価
を

す
る
も
の
で
は
無
い
と
の

説
明
で
あ
っ
た
。

｢

印
南
町
庁
舎
別
敷
地
へ
新

庁
舎
を
新
築｣

　

庁
舎
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
50
年
先
を
見
据
え

て
次
の
３
案
を
検
討
し
た
。

①
既
存
庁
舎
を
耐
震
補
強

改
修
す
る
。

②
既
存
庁
舎
を
耐
震
補
強

及
び
改
修
し
、
防
災
セ

ン
タ
ー
を
別
敷
地
に
新

設
す
る
。

③
別
敷
地
へ
新
庁
舎
を
新

築
す
る
。

　

結
果
、
同
敷
地
内
で
は

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

が
果
た
せ
な
い
こ
と
も
あ

り
③
案
に
決
定
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
「
日
本
一
や
す
い
庁
舎
で

あ
る
こ
と
」
町
民
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
く
、
使
い

や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
、

開
放
的
な
庁
舎
と
す
る
。

「
日
本
一
安
全
な
庁
舎
で
あ

る
こ
と
」
免
震
構
造
を
採

用
す
る
。

※
揺
れ
を
小
さ
く
す
る

効
果
の
あ
る
免
震
装
置

を
建
築
物
に
設
置
し
、
地

震
の
影
響
を
通
常
の
１／3

～
１／5
の
程
度
に
や
わ
ら

げ
る
構
造

（委員長所見）
　評価することが目標ではなくて、評価することで見えて
くる自分の強み、弱みを見つけることにより活力ある公務
組織の実現に努めて貰いたい、人事評価は郡内でも遅れて
いましたが、形だけのものではなくて内容の伴ったものに
して頂きたいと思っています。
　また、庁舎新築は先般の3.11 東日本大震災を受けて、
計画よりも出来るだけ早い時期に実現させていきたいと
思っています。

平成 23 年２月 22 日　総務課の説明を受ける。

予定地「かえるの里」

「
印
南
町
職
員
人
事
評

価
」「
印
南
町
庁
舎
の
整

備
計
画
」の
２
点

［
総
務
文
教
常
任
委
員
会
］

委 員 会 活 動 報 告
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「
あ
お
ぎ
園
」視
察
研
修

　

こ
の
度
、
障
害
者
通
所

施
設
（
就
労
継
続
支
援
事

業
Ｂ
型
）
が
印
南
町
に
４

月
開
所
に
伴
い
作
業
種
目

等
聞
き
、
そ
の
後
、
作
業

の
様
子
を
視
察
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
「
あ
お
ぎ
園
」
は
、
平
成

18
年
９
月
１
日
に
和
歌
山

県
福
祉
事
業
団
初
の
「
通

所
授
産
施
設
」
と
し
て
日

高
川
町
に
開
所
し
て
、
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

ゆ
っ
た
り
と
し
た
環
境
の

も
と
、
福
祉
的
就
労
の
場

と
し
て
４
年
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

一
般
就
労
に
向
け
て
多

種
多
様
な
作
業
提
供
を
行

う
中
で
、
個
人
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
就
労
前
段
階
の

能
力
開
発
の

た
め
の
通
所

施
設
と
し
て
、

利
用
者
の
方

の
ニ
ー
ズ
に

き
め
細
か
い

対
応
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、

廃
校
の
有
効

活
用
で
整
備

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

作
業
種
目

と
し
て
堆
肥

袋
詰
め
・
販

売
、
梅
塩
袋

詰
め
・
販
売
、

縫
製
作
業
、内
職
（
バ

リ
取
り
・
箱
折
り
）、

リ
サ
イ
ク
ル
作
業
、

農
作
業
と
多
種
多
様

に
亘
っ
て
数
多
く
の

作
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
堆
肥

の
販
売
は
一
般
価
格

よ
り
も
安
価
な
価
格

が
評
判
と
成
り
つ
つ

あ
り
、
将
来
的
に
も

販
売
量
の
増
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
町
内
河
川
修
計
画
と
そ

の
現
状
」

　

切
目
川
河
川
改
修
に
つ

い
て
第
１
・
２
期
工
事
と

し
て
平
成
４
年
～
27
年
度

ま
で
汐
止
堤
～
楠
本
橋
ま

で
の
２
千
㍍
を
改
修
す
る

計
画
で
す
。
23
年
度
は
バ

イ
パ
ス
部
分
の
護
岸
と
水

道
補
償
の
３
億
円
の
計
画

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ペットボトルのリサイクル作業

平成23年１月25日園長より説明を受ける。
「梅塩袋詰め作業」

平成23年２月21日建設課の説明を受ける。

（委員長所見）
　関係者の長年の悲願でありました。
　" 通所施設 " 開所を迎えるのにあたり、
委員会として各種団体・企業を通して広
域的に「就労支援」及び「ふれあいの場」
の必要性を訴えてきました。
　地域との交流の場を持ち、町を挙げて
支援していく必要性を強く感じました。

［
厚
生
常
任
委
員
会
］

［
産
業
建
設
常
任
委
員
会
］
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古
屋
川
河
川
改
修
は
切

目
川
合
流
点
か
ら
４
８
０

メ
ー
ト
ル
を
改
修

す
る
計
画
で
あ

り
、
平
成
17
年
か

ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
23
年
度
は
護

岸
工
事
等
４
千
万

円
の
事
業
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
印
南

川
・
奈
良
井
・
柳

畑
川
に
つ
い
て

も
、
県
に
対
し
て

要
望
し
て
い
ま
す

が
、
23
年
度
の
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
定
町
道
の
橋
は

２
８
３
橋
あ
り
ま
す
。

　

耐
震
調
査
を
平
成
23

年
か
ら
25
年
ま
で
の
３

カ
年
で
実
施
し
て
、
整

備
計
画
を
立
て
、
順
次

耐
震
補
強
を
す
る
計
画

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
第
５
次
長
期
総
合
計
画
」

　

第
４
次
計
画
の
将
来
人

口
は
１
万
人
で
あ
っ
た

が
、
平
成
22
年
の
国
勢
調

査
で
は
、
８
，
５
９
９
人

と
計
画
を
大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト(

回
収
率
49
．
６
％)

を
と
り
ま
し
た
。
「
印

南
町
に
暮
ら

し
た
い
」
人

は
80
．
７
％

あ
り
ま
し
た

が
、
「
印
南

町
に
住
ん
で

い
て
誇
り
を

感
じ
る
こ

と
が
あ
る

か
」
の
問
い

で
い
い
え
と

答
え
た
人
が

62
．
８
％
も

あ
り
、
町
は

重
要
な
問
題

だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

基
本
理
念
と

　
　

 　

ま
ち
の
将
来
像

　

～
「
誇
り
あ
ふ
れ
る

郷ま
ち

」
へ
の
架
け
橋
～
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
基
本
計
画
を
作
成
し
、

平
成
32
年
の
将
来
目
標
人

口
を
８
，
０
０
０
人
以
上

と
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

将
来
像
の
実
現
に
向
け

て
基
本
方
針
を
定
め
て
い

る
。　

①
健
や
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
郷ま

ち　

②
自
然
と
調
和
し
た
安

全
・
快
適
な
郷ま

ち

③
い
き
い
き
と
個
性
が
発

揮
で
き
る
郷ま

ち

④
地
域
の
魅
力
が
輝
く
交

流
の
郷ま

ち

⑤
次
世
代
に
つ
な
ぐ
郷ま

ち

切目川（名杭・高垣）

古 屋 地 区

平成23年２月21日総務課の説明を受ける。「冊子」

（委員長所見）
　印南町議会政策研究特別委員会とし
ては、長期総合計画についての指針が
ぶれない様に、パイプ役として、住民
の声を聞かせていただきながら、取り
組んで行きたいと考えています。

（委員長所見）
　今後とも議
会として、改
修を求めてい
きます。

［
議
会
政
策
研
究

　
　
特
別
委
員
会
］
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榎 

本　

 

一 

平

　

副
委
員
長　

玉 

置　

 

克 

彦

　

委　
　

員　

日 

裏　

 

勝 

己

　
　
　
　
　
　

杉 

谷　

 

考 

祥

　
　
　
　
　
　

岡 

本　

 

庄 

三

　
　
　
　
　
　

藤 

薮　

 

利 

広

チ
ー
ム
編
成
人
数
全

員
で
15
名
で
す

・
６
年
生
６
名

・
５
年
生
２
名

・
４
年
生
３
名

・
３
年
生
３
名

・
２
年
生
１
名

チ
ー
ム
の
紹
介

　

学
年
に
関
係
な
く
、
み

ん
な
仲
良
し
の
15
名
で
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
「
あ
い
さ
つ
の
で
き
る

子
」、「
明
る
く
元
気
な
子
」、

「
が
ま
ん
強
い
子
」
を
育
て

る
こ
と
を
、
目
標
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

最
近
の
チ
ー
ム
の
成
績

・ 

有
田
み
か
ん
カ
ッ
プ
バ

レ
ー
大
会
３
位

・  

日
高
郡
新
人
大
会
３
位

・ 

味
の
素
ア
ミ
ノ
バ
イ
タ

ル
カ
ッ
プ
（
田
辺
市
）

ベ
ス
ト
４

・ 

紀
の
国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会
（
橋
本
市
）

ベ
ス
ト
４

・ 

県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人

大
会
出
場

こ
れ
か
ら
の
目
標

　

ま
ず
、
県
大
会
で
の
初

戦
突
破
が
目
標
で
す
。

　

そ
し
て
、
一
つ
ず
つ
上

を
目
指
し
て
い
き
、
近
畿

大
会
出
場
と
い
う
、
大
き

な
夢
を
実
現
さ
せ
た
い
で

す
。

監
督
か
ら
の
一
言

　

元
気
に
挨
拶
や
返
事
が

出
来
る
子
ど
も
は
、
指
導

し
て
い
て
も
気
持
ち
が
い

い
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
そ
こ
か
ら
、
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
い
う
チ
ー
ム
プ

レ
ー
を
通
じ
て
、
ま
わ
り

へ
の
思
い
や
り
や
、
一
人

で
は
何
も
出
来
な
い
と
言

う
こ
と
を
、
学
ん
で
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
、
父

兄
、
指
導
者
が
み
ん
な
で

支
え
合
い
一
つ
に
な
れ
ば
、

チ
ー
ム
も
子
ど
も
達
も
よ

り
良
い
成
長
が
出
来
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
皆
様
方
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
度
、
よ
り
多
く

の
方
が
積
極
的
に
議
会
の
傍
聴

に
参
加
い
た
だ
き
、
町
議
会

の
活
性
化
に
一
助
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
広
報
特
別
委
員
会
と
し
て

も
よ
り
分
か
り
や
す
い
内
容
で

の
情
報
提
供
を
目
指
し
て
努

力
致
し
ま
す
。

稲
原
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

みんな仲良しの15名です。


